
厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
「総合的な思春期・若年成人(AYA)世代のがん対策のあり方に関する研究」 

岡山県のがん・生殖医療連携の現
状と妊孕性温存患者のデータ集積 

岡山大学大学院保健学研究科 
岡山大学生殖補助医療技術教育研究（ART）センター 

岡山県不妊専門相談センター 
中塚幹也 

がん・生殖医療連携の整備と普及啓発(生殖小班) 



悪性腫瘍等の治療に関与する 
医療スタッフにおける 

生殖機能温存についての意識と 
その相談，支援の実態調査 

  
期間：2016年1～2月 
対象：岡山県内の医療スタッフ 
   795名から回答を得た 
     （看護師 728名） 



悪性腫瘍等の患者が， 
生殖機能温存を行うことをできることを知っているか 

知っている 
24.6% 

聞いたこと

はある 
34.2% 

知らない 
41.2% 



岡山県内に生殖機能温存を行うことが 
できる施設があることを知っているか 

 

はい 
25.6% 

いいえ 
74.4% 



今までの勤務経験の中で、悪性腫瘍等の患者
で生殖機能温存の対象になる人がいたか 

いた 
21.8% 

いない 
42.4% 

わからない 
35.7% 

平均 
男性：約4.1人 
女性：約4.9人 



化学療法や放射線療法等の治療で 
その後不妊となった例があるか 

ある 
6.7% 

ない 
11.5% 

わからない 
81.8% 



 
今までの勤務経験の中で、悪性腫瘍等の患者から生殖 
機能生殖機能温存について相談を受けたことがあるか 

 
ある 
8% 

ない 
92% 

平均 
男性：約3.9人 
女性：約8.1人 



悪性腫瘍等の患者が治療をするとき，患者に
「将来，子どもを持ちたいか」確認しているか 

確認して 

いる 
14.2% 

確認して 

いない 
85.8% 



実際に，悪性腫瘍等の患者へ生殖機能
温存について説明しているか 

全員 
3.1% 

患者を選択

して説明 
11.8% 

説明しない 
85.0% 



医師は生殖機能温存 
について患者に説明しているか 

はい 
11.7% いいえ 

8.1% 

わからない 
80.2% 



悪性腫瘍等の患者が生殖機能温存 
を行うことについて 

肯定的 
34.7% 

どちらかと

いえば 

肯定的 
56.7% 

どちらかと

いえば 

否定的 
7.9% 

否定的 
0.8% 



悪性腫瘍等の患者が子どもを 
持つことについて 

8.2% 

8.7% 

14.9% 

26.9% 

40.3% 

19.8% 

70.4% 
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その他 

悪性腫瘍等の治療を控えた患者にとって不

妊の問題は優先順位が低い 

一度がんを患った者が親になる場合、親とし

ての責任が果たせるか疑問である 

悪性腫瘍等の治療が児に及ぼす影響が懸

念される 

治療後の妊娠・出産は負担が大きい 

QOLの低下を防ぐことに繋がる 

治療を行う励ましになる 



自身が20-30代の独身で悪性腫瘍等の治
療が必要となった場合 

行いたい 
71% 

行いたくな

い 
28.8% 

生殖機能温存 



生殖機能温存の費用はどのようにすべきか 

保険適応 
39.7% 

条件なく一

部公的補

助 
11.1% 

条件付きで

一部公的

補助 
45.2% 

全額自費 
2.3% 

その他 
1.7% 

卵子 

岡山県へ 
要望書を提出 

2016年 



生殖機能温存の費用について 

保険適応 
39.7% 

条件なく

一部公的

補助 
10.8% 

条件付きで

一部公的

補助 
45.4% 

全額自費 
2.2% 

その他 
1.9% 

精子 



岡山県における啓発活動  

2010年～ 
  年間１～2回の講演会 

2013年～ 

  がん患者の生殖医療を考えるネットワー
ク 
2016年 

  がん患者の生殖医療を考えるネットワー
ク 
  ホームページ開設 



2017年2月24日（金） 
医療スタッフ向け 
公開セミナー開催予定 

2016年3月13日（金） 
医療スタッフ向け 
講演会開催 



ホームページを開設 



各種の情報提供 



相談窓口として 
岡山県不妊専門 
相談センター 




